
この作型では，市'に適正な土J表養分を保つことが

大切で， ，11寺期によって過不足を生じるような施JJ巴

法では，良い結果:が出てこなし 1。チッソの多用と

元肥偏重の施肥はj肢に慎しむようにしたし 10

元肥のチッソは20kg程度とし，生育状態を見な

がら追肥で補なっていくのが無難なやり方である

トマトの養分l吸収量からみると， 8 tのトマト

を生産するのにチッソで、約24kgで、あり，施肥倍率

をかけても約35kgの総量で、十分足りることにな

るo 40勾を大巾にj越すようでは，かえって悪い結

果となっている。 3~:素のバランスは，カリ l吸収

量が多いことと， リン酸吸収係数がJ[oijくリン酸の

肥効がよくないので，ほぼ等置でよし 10

元肥は，有機質肥料をil柏に化学肥料を補充して

¥ ¥く方が，イVr:納が安定するようである O 化学肥料

中心の施肥法は，どうしても草勢が不安定であっ

たり，生理的障害が多¥¥0 

また，有機質施料だといっ

てケイフンを大量に使う場合

があるが，成分計算すると，

英大な量になることがある。

とくに，未熟物の施用は， ト

ンネルJv:J1~lj I f='のガス害や，ス

ジグサレを多くする O

①元肥の施し方 トマトの根

のはりに応じて深く施す。定舶の 1カ月前までに

堆肥や有機質肥料，土壌改良剤を深く全層に施

す。できれば，冬の聞に 11庄の1:1:.'火になる部分に30

cm程度の滑をおj11り，堆厩肥や有機質肥料をすきこ

んでおくとよし 10

定植の 7'"'-'10日前に残りの肥料を施し，ベッド

をつくるO このような 2段式の施肥法をとり， ~裂

を深くすることが大切である。

①追肥 トンネル期間中の追

肥は，原則として行なわな

L、。株元へのおき肥は，肥や

けをおこすことがあるので危

険である O 第 1医!の追肥は，

トンネル除去後，支柱立てを

してからで， !5r51段果が卵大

になり， 3段花房が開花して

くる時j切になる。チッソとカリを同じか，カリを

多めに施してし 1く。 '11匝|の追肥最は，成分で5kg 
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茨城岩井地方の

ト栽培

岩井支所長
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以前は 3 月まで良:I~~則であったこの地方も，今

ではトマトの苗づくりに忙しし、。茨城県のiLti端に

位置するここ岩井地方は，従来の普通作中心の1111

作経営から， トマトを基幹とするやさい経営へと

脱皮し，近郊園芸地帯として他産地の注目を集め

ている O 作付面積は約 90ha，生産量72ωtをほ

こる 6'"'-'7月トマトの大産地で、ある。

1. 作業と作業順序

第 1図作業と作業順序
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品種，米寿，ひかり，育苗，簡易ノミイプハウス

利用， 1月20'"'-'25日播紐，育苗日数70'"'-'751:1，定

植， 4月上旬， 10 a 2400株， マノレチ， トンネノレ，コ

モによる保温，収穫， 5月下旬'"'-'6月|二旬始， 6月

下旬盛期， 7月下旬終，収量， 8，000kg'"'-'9，000kg， 
出荷，共j塁共販で東京市場へ出荷している O

2. 施肥

施肥基準

7G 日巴 :illi 目巴
成分量全層施肥 組 付 ~E 1 ITII 2回 3回 4回

堆 ~E 2，OOOkg 1住 肥 1，OOOkg N 37.6kg 
鶏 糞 400kg 燐TIi'i安加里 燐引j安力11

石灰チッソ 50kg S 604号 旦S604号 If 11 11 P 36.0kg 
BMヨーリン 100kg 40kg 30kg 
苦土石灰 120kg 塩 力口 20kg K 34.4kg 

1~2 月 定植 7~10 日前 5月上旬
5月 6月 6月
下旬 上旬 下旬

第 1表

①施肥設計第1表のように，有機質肥料を)1411に

ここ 6----7年，燐1i出安力I:JlfiS 604号を使っている。
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以内がよく，。量が多いと収穫期がおくれたり，根

が傷められてスジグサレの原因になる。 追肥の回

数は一概には言えないが，各果房ごとに 41fi:1くら

¥ ¥になる。

3. トマト施肥の問題点とその対策

① 酸性土壌とリン欠乏か多い

当地方の大部分は，洪績火山灰土壌である。 乾

燥-と湿りが極端なため，夏JWは早害のj頻度が高
く，台風時の長雨は葉菜類の作柄に影響する O こ

うしづ事情から，酸土改良とリン酸の増施は，作

物栽培に不可欠なものとなっている

第2表 土壌診断結果(係地ゃれ、r.lll)

葉が重なり合って光合成能力が劣ってくるし， ~.恨

の浅いトマトは，急、に草勢が衰えて病容が多くな

ったりして， 51ミの肥大が悪くなってくる。

優秀な成績をおさめているj長家は， JffU庇肥や，

生ワラを重点的に施用したり，深~Jr:や，冬期にiit

をほってifJ;厩肥や有機質肥料をすきこんだりし

て， ~授の機能を最大限に生かす工夫をしている熱

心な農家に多いことは注目しなければならな¥¥0 

根悶を深くするような土壌格FI1Hと施肥法十栽培
管理が，各県房平均した収量:をあげるポイントに

なってくる。

(イ) 3，..._， 4段果房のスジグサレと空洞果

3"-'4段は，スジグサレと

空洞果による屑果が多¥¥0 ど

ちらも多くの発生嬰I~I がある

が，とにかく革勢のI[f盛なト

マトでは， 3'-"4段巣のスジ

グサレか空洞果を覚悟しなければならな""¥0 

若Ilgyの定1:n'Lや， 1"-'2 段の者Jf~不良，挫富な水

分状態など，草勢を乱す要因は多いが，元肥の多

すぎや，ーn寺に交)J¥、てくるような施肥のやり方が

主要因になっていることが多¥¥0 

チッソの量を少なくして，追肥主義でやること

や，無機質ーと有機質肥料の特徴を， よくのみこん

で使いわけることが大宇切である。

また，スジグサレは根の傷むような条件下で発

生が多し 10 排水の良い畑を選ぶことや，ベッドを

高くすることはもちろんのこと，主iミケイアンの多

用，多i量の追肥，追日巴の際lこ1裂をきることなども

i出けねばならなし、

スジグサレ対策にも総合的なこと壌管理が大切で、

ある O その他カルシワム欠乏によっておこるシリ

グサレや微量要素の欠乏症にも，チッソ多施が原

因している。

① これからの対策

土壌診断による健康な土づくりの推進や，生産

組織を!こ!こl心lこ，大型トラクターやトレンチャーに

よる深刻，生ワラの施f1jや畜産農家との提携によ
るJ:ff厩肥の確保などが重点になってくる O

土づくりを重点にした生産組織の育成と栽培体

系の確立が，生産の安定，産地の発展につながる

ことである。

45~46年岩井町・調査点数 118

酸性土壌による養分吸収の阻害や，シリグサレ

の発生，微量要素の欠乏症などが発生している O

対策として司守口石灰剤とi{h厩肥を施用しなければ

ならな¥¥0 堆肥の代りに生ワラ施用も効果的だ。

有効リン酸については，大半の岡場が10mg以下

で，そのうち 5旬以下が65%，そさい栽培土壌と

しては不適格な土壌であると言える O これは，火

山灰土壌の特徴で、あるが，チッソ養分のみを重視

する農家の施肥慣行にも関係している。

そのためには，増施というより， ヨーリンを多

施用し一挙に土壌を改良することが大切であるO

カリは，最も吸収量:の多い要素で，果実肥大期

に不Aすると，果の肥大や蒲，.色が惑かったりし

て，商品価値をおとす場合があるO

一方，ハワス栽培においては，カリ過剰による

背土欠乏をまねいているので，使いすぎは禁物で

あるO やはり，土壌検定を通して土の状態を踏ま

えた土壌管理をすることが大切になる。

① チッソの多用と土壌物理性の悪化

近年，チッソの多用， J牧肥の減少， ロータリ-

~Jr:により作土層が浅くなったのにつれ，直接，間

接的に起因する各種の障害がめだっている O

け) 上段果房の収量がおちる

4"-'5段果房の肥大JWは，梅雨に入り草勢の不
安定なときであるO 栄養型のトマトは，ますます
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<解説> ①全国平均の生産費 円でいちばん高く，次で茨城の134，037円，福島121，478

日本なしの ア. 10 a当り生産費は169，

生産費・収益性 974円で前年より 10，392円

(6.5%)の増加。これは労働費の増加が大きく影響し，

次いで賃借料などの料金その他の諸材料費，成国費が増

加したためであるO

また 100kg当り生産費は 4，222円で，前年より 558円

(15.2箔〉増加したO 収量が前年より 7.6 ~ぢ減少したの

で， 10 a当り生産費に比べて 100kg当り生産費の増加率

が高くなっている O

イ.生産費を構成する費目別割合では，労働費が48.5

Mでもっとも高く，次でその他の諸材料費 9.9%，成園

費9.3%，肥料費7.9%で，この 4 費目で75.6~ぢを占めて

¥ ¥るO

ウ. 10 a当り労働費は 77，126円で，前年より4，955円

(6.9~ぢ〉増加した。労働時間は前年より 5.8%減少した

が，労賃単価が13.6%と大巾に上昇したためである O

10 a当り賃借料など料金は8，468円で，前年より1，285 

円 (17.996)増加したO これは共同防除および防除の請

負いなど，防除関係の負担増加によるためである。

また諸材料費は15，785円で，前年より 1，172円(8.0箔〉

増加したO その他の諸材料費の約80%を占める袋代の値

上りと，乾燥防止のためのマルチ材料の使用がi自主lした

ためである。

では次に，生産費の主産地問比較を見てみよう。

ア.二十世紀

ア.二十世紀の10a当り生産費は，全国平均193，005

円で，これを主産県の福島，長野，烏取についてみる

と，長野 (202，932円〉鳥取 (190，126円)，福島 (184，

975円〉となっている。 これは， その他の諸材・料費，労

働費の差が大き¥¥のが原因らい ¥0

すなわち長野では最盛期樹令の園地が多く，着果数が

多いため袋代がかかり，敷わらも多量使用しているの

で， Iその他諸材料費jが非常に高¥¥。また労働費は長

野が高く鳥取を上回っているO

イ.100勾当り生産費は，全国平均で4，957円で，主産

地別では鳥取5，843円，福島4，160円，長野3，424円で，

10 a当りとは逆で，長野がいちばん低し、。これは長野に

最盛期の樹令の園地が多く， 10 a当り収量が非常に高い

ためで、ある。

イ.長十郎

ア.10 a当り生産費は，全国平均で139，600円で，主

産県福島，茨城，埼玉の3県でみると，埼玉は 150，319

円となっている。

イ.100kg当り生産費は，全国平均で2，947円となっ

たO 産地別では埼玉2，986円，茨城2，935円，福島 2，555

円となり，埼玉の10a当り収量が多い結果， 10 a当り生

産費との差が縮少されているO

① 全国平均の収益性

日本なしのlOa当り利潤は 64，654円で，前年より 17，

497円(37.1%)増加した。 1日当り家族労働報酬は2，745

円で，前年より26%の増加となったO

増加の原因は， 10 a当り平均収量が4，027勾で，前年

より 7.6%減収であったが，販売単価で二十世紀が前年

より38%，長十郎は 8%それぞれ高騰したためである口

品種別では二十世紀102，709円，長十郎50，063円とな

っているが，二十世紀が高いのは，販売単価が二十世紀

76円，長十郎40円と大きな聞きがあるためである O

1日当り家族労働報酬は二卜世紀3，117円，長十郎2，

803円と二十世紀の方がやや高¥¥0 これは，二十世紀の

ほとんどが有袋栽培で，袋かけ，摘花， ~.甫果作業等の労

働時間 (10a当り〉が特に多く，二十世紀528.0時間，

長十郎344.2時間7で，二十世紀が183.8時間も多いことに

よるものであるO

① 収益性の主産地問比較

ア.二十世紀

全国平均の10a当り利潤と， 1日当り家族労働報酬

は，それぞれ102，709円， 3，117円であるO

これを主産県福島，長野，鳥取についてみると，利潤

では長野が528，486円でいちばん高く，次で福島113，942

円，鳥取68，403円の順であるO

1日当り家族労働報酬は長野5，991円，福島4，106円，

鳥取2，400円で，いずれも長野が高い収益性を示してい

るが，これは長野の10a当り収量が多く，販売単価も良

好で，粗収益が他産地に比べ， 10 a 当り約16~20万も多

かったためである。

イ.長十郎

全国平均の10a当り利潤は50，063円， 1日当り家族労

働報酬は 2，803円となっているo

これを主産県福島，茨城，埼玉についてみると，不Ij潤

は埼玉82，700円，福島40，824円，茨城26，879円， 1日当

り家族労働報酬では埼玉3，309円，福島 2，728円，茨城

2，256円で，いずれも埼玉が高¥¥。これは埼玉が10a当'

り収量に加え，販売単価も両県を上回っているためで，

近郊産地の有不Ij性を示しているO


